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写仏（なぞり描き）

仏像の手本をなぞることで、心安らぐひと時を感じることができます。筆ペンや色鉛筆など
好きなもので描いてみましょう！
「為」の下には願い事を（例：家内安全、身体健康、商売繁盛、疫病退散など）
「願主」の下にはお名前を書いて、家の仏壇等にお飾りいただくか、弘済寺に奉納下さい。

宝珠
ほうしゅ

地蔵菩薩は大地の蔵を意味する仏さま
大地の持つ三つの力（揺るぎない大いなる支え、あらゆるものを浄化し、実り
豊かに育む）で、生あるもの全ての苦しみを抜き、楽を与えてくれる仏さまです。
真言　オン　カカカビ　サンマエイ　ソワカ
縁日　２３日・２４日

一切の願いが意の如く叶う
宝の玉。人々の願いを成就
させてくれる仏の徳の象徴。

比丘形
びくぎょう

頭の形はお坊さんと同じ。
お釈迦さまから無仏の時代
にこの世を救済する使命を
与えられ、いろんな場に登
場。

瓔珞
ようらく

珠玉や貴金属を編んで、頭・
首・胸にかける装身具。仏
菩薩などの身を飾るものと
して用いられ、寺院内でも
天蓋などの装飾に用いる。

蓮華座
れんげざ

もっとも普遍的な仏像の台
座。八重の蓮の花を形どっ
ている。

錫杖
しゃくじょう

シャクシャクと音をたて六
道（天・人・修羅・畜生・餓鬼・
地獄）を巡り、人々を救済
する。煩悩を除去し智慧を
得る効果があり、厄災を祓
い、悟りへと導く。

光背
こうはい

仏像の背後にあって、仏身
から発する光明を表現した
もの。後光 (ごこう )とも
いう。

法衣垂下
ほうえすいか

中国宋代の影響を受け鎌倉
時代に流行した様式。衣の
裾が台座を覆い被るように
垂れている。
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